
公表：令和5年2月28日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか 6

基準は満たしていますの
で、活動内容や属性に応
じて環境を調整していま
す。パーテンションや机の
配置などを工夫し、感染
症対策等もしています。

これからも限られた空間を有効
に使いながら、安全に配慮し、
室内運動や動きのあるイベント
も楽しめるように工夫したいと
思います。

② 職員の配置数は適切であるか 6  

学校教諭、保育士、社会
福祉士等を配置し多面的
な視点から支援をしてい
ます。

お子様、保護者様に対して、そ
れぞれの専門性を活かした関
わりをしていきたいと思いま
す。

③
事業所の設備等について、バリアフリー化の配
慮が適切になされているか 6

該当児童について、トイレ
に手すりを付け、身体を
支えられるように安全生
への配慮をしました。

玄関に階段や段差などもあり
ますがリハビリの一環として、
有効利用したいと考えていま
す。複数の職員で安全を確保
しながら利用していきたいと思
います。

④
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 6  

全職員で情報共有をし、
お子様の現状についてこ
まめに話し合いをしてい
ます。リアルタイムで必要
な支援について保護者様
と連携して調整していま
す。

これからも主担当、副担当を中
心に情報の集約をし、PDCAサ
イクルを考慮してチームで話し
合いながら取り組みを進めて
いきたいと思います。

⑤
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか

6

保護者アンケートで頂い
たご意見を集約し、全職
員で共有後、具体的な改
善を進めています。

内容を精査し、お子様、保護者
様とより良い関わりができるよ
う、取り組んで参ります。

⑥
この自己評価の結果を、 事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか 6  

ホームページ上で公開していま
す。

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 6  第三者評価の活用も検討して

いきたいと思います。

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 6  

実践的な実地訓練等を含
めた社内研修を充実さ
せ、日々スキルアップをし
ています。外部研修はオ
ンライン研修も活用しな
がらなるべく参加できるよ
うに調整しています。

これからもお子様の成長、社会
の動向、事件事故などの
ニュースに敏感にアンテナを張
り、継続して様々な内容の研修
の実施・受講したいと思いま
す。

⑨
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 放課後
等デイサービス計画を作成しているか

6  

お子様本人のニーズを大
切にし、保護者様、相談
支援専門員、学校、医療
機関、福祉サービス機関
等と可能な範囲での連携
を図り、計画書の作成を
行っています。

これからもお子様のニーズを一
番に考え、保護者様や各関係
機関と連携しながら、様々な課
題に対する効果的な支援を一
緒に考えていきます。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 5 1

事業所内で統一したアセ
スメントツールを活用して
います。

継続して、わかりやすく、使用し
やすいアセスメントツールにつ
いて検討して参ります。

⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 6  

都度、職員会議を開催
し、専門性を発揮しつつ、
チームとしてプログラムを
立案しております。

今後も継続して参ります。
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⑫
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 6  

お子様の特性、成長、精
神状態、達成度等に応じ
て、柔軟にプログラムを
展開しています。

これからもお子様の現状に合
わせて柔軟にプログラムの調
整をしていきたいと思います。

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や
かに設定して支援しているか 6

平日の放課後利用と休校
日の１日利用に応じて活
動内容を調整していま
す。長期休業前には必ず
職員会議を開き、個別目
標の再確認をしていま
す。

これからも利用時間に応じた効
果的な支援について、お子様
のニーズを大切にしながら、保
護者様と連携して課題設定をし
たいと思います。

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を
作成しているか

6  

お子様の特性や成長に
応じて、個別・集団活動を
組み合わせた計画を作成
しております。

今後も、お子様の成長や性
格、精神状態、達成度など
様々な視点から効果的な活動
を導入していきたいと思いま
す。

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

6  

出勤時間にばらつきがあ
る場合にも朝や昼に、職
員全員が情報を共有でき
るよう心がけています。

今後も継続して参ります。

⑯
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

6  

支援終了後、職員間で話
し合い、気づいた点を共
有しています。しかし、送
迎に時間がかかる場合も
あり、実施できない場合
や皆が参加できない場合
もあり、難しさも感じます。
その場合は、次の日の朝
に打ち合わせを行ってお
ります。

職員間で効率的に情報共有が
行えるように、工夫して参りま
す。支援終了後の振り返りが
難しい場合は、翌日の朝など
に実施しております。また、職
員ノートや連携記録などで情報
共有をしていますので、これか
らも継続していきます。

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか 6  

記録の書き方については
職員に対して研修を通し
ての全体指導や個別指
導を行っています。

これからも全職員が十分な情
報を記録できるよう研修や個別
指導を通してスキルアップをし
ていきます。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー
ビス計画の見直しの必要性を判断しているか 6  

定期的にモニタリングを
実施し、必要に応じて計
画の見直しをしています。

計画書の更新時期について一
覧表を作成し、事務室の全員
が見られる場所に掲示してい
ます。遅れや漏れがないように
これからも気を付けると共に、
必要に応じて、半年を待たずに
計画書の更新をしていきます。

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか 6

 基本活動のア～エに取り
組んでおります。

「ガイドライン」に基づく考え方
や具体的支援の方法等につい
ては、効果的な活動は継続し
ます。また常に新しい活動を模
索し、取り入れられるように心
がけています。

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

6  

管理者が参加していま
す。また、担任制を導入し
ていますので必要に応じ
て主担当や副担当も参加
しています。

担当制にすることで、情報の効
果的な集約や職員のスキル向
上に結び付いています。このま
ま継続して行きたいと思いま
す。

㉑

学校との情報共有 （年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等） 、連絡調整
（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切
に行っているか

5 1

適時、保護者様を通し
て、教頭先生や担任の先
生と情報共有を行ってお
ります。

学校によっては教育と福祉の
連携を拒む場合がありました。
また、不登校児童の保護者様
からは学校に不信感を抱き、
学校との関わりを望まないとい
う要望を受けることもあります。
お子様や保護者様の要望に応
じて、継続して、連携できるよう
に努力していきたいと思いま
す。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている
か

6  

保護者様を通して、主治
医等と連携し、支援の場
面に生かしています。

保護者様を通して、必要な情
報の聞き取りをし、また、こちら
が伺いたいことを質問してもら
う等して、支援の場に生かした
いと思います。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

適
切
な
支
援
の
提
供

2 ページ



㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか

6
必要に応じて担当者会議
等で情報を得るように心
がけております。

必要に応じて、園等に対して働
きかけていければと思っており
ます。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か
ら障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、
それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか

現時点では該当がありませ
ん。要望等があれば、情報提
供したいと思います。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受け
ているか

6
幅広く情報収集をし、助
言を受けたいと思いま
す。

必要に応じて、より密に連携し
ていければと思っています。

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がい
のない子どもと活動する機会があるか 6

感染症対策や保護者様の中に
は望まないという意見もありま
したので、これまでは実施して
おりません。今後は状況に合
わせて対応していきたいと思い
ます。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか 4 2

機会が得られた場合は、
参加しています。

まだまだ不十分に感じるため、
より積極的に参加していきたい
と考えています。

㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

6  

電話、送迎時、連絡帳、
活動時の写真、要望アン
ケート、支援面談、担当
者会議等を通して、お子
様の達成度や継続課題
等についての相互理解を
深めています。

今後も、継続して参ります。

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント･トレーニング等の支援を行っ
ているか

6

お子様の特性や発達段
階に応じたコミュニケー
ションスキルの育成や学
習支援、学校との関わり
方等の提案・助言をして
います。

電話、送迎時、連絡帳、支援面
談等でこれからも継続していき
ます。

㉚
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか 6  

契約時に、説明させてい
ただいております。

限りのある時間の中ではありま
すが、継続して、わかりやすい
説明を心掛けて参ります。

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか 6  

電話、送迎時、連絡帳、
支援面談等でお子様の
特性や発達段階に応じた
助言と支援を行っていま
す。

保護者様の困り事についてこ
れからも親身になって対応して
いきます。

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

6

父母の会の結成を望まない保
護者様もいらっしゃいますの
で、状況やニーズに合わせて
対応していきます。

㉝

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

6  

契約時に、相談・苦情対
応窓口について説明をし
ております。また、マニュ
アルを整備し、迅速に対
応できるようにしておりま
す。

今後も電話、連絡帳、面談など
を通して丁寧に対応し、迅速な
問題解決をしていきたいと思い
ます。

㉞
定期的に会報等を発行し、 活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

6

毎月１回広報を発行し、
活動内容、行事予定、必
要な情報等を発信してい
ます。子どもたちの活動
の雰囲気がわかるように
写真も掲載しています
が、個人が特定できない
ように加工をしています。

活動内容、新しい取り組み、社
内研修、子どもたちの楽しんで
いる様子がよく伝わると保護者
様にも仰っていただいているの
で、これからも続けていきたい
と思います。

㉟ 個人情報に十分注意しているか 6  

契約時に、個人情報の取
扱いについて説明してお
ります。

職員への周知も、さらに徹底し
て参ります。退職者にも、個人
情報の漏洩には十分に注意す
るよう誓約書に署名してもらっ
ています。
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㊱
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 6  

お子様、保護者様の特性
に合わせて意志疎通のし
やすい方法を検討し、導
入しております。

今後も様々なツールを用いて
特性に合わせた伝達方法を検
討・導入していきたいと思いま
す。

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか 6

感染症予防の観点から、
地域の皆様を招待する行
事をなかなかまだ計画で
きずにいます。

地域や社会の動向も鑑みなが
ら検討していきたいと思いま
す。

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周
知しているか

6

マニュアルを作成し、それ
を基軸に社内研修を実施
しています。また、保護者
様にも連絡帳や広報等で
周知しています。

各種マニュアルをその都度見
直し、打合せ時や研修を通し
て、保護者様への周知徹底を
図っていきます。

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 6

半年に１回はお子様と一
緒に避難訓練を行ってい
ます。

様々なシチュエーションを想定
して対応力を培っていきたいと
思います。

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 6

社内研修や外部研修を
受け、研鑽を積んでしま
す。また、虐待に関する
時事問題について、その
都度職員とのミーティング
等で取り上げ、情報共有
や事例検証をしていま
す。

「何が虐待に当たるのか」とい
う定義について、事例検討や
社会の動向等を通してさらに学
びを深めていきたいと思いま
す。また職員同士で相互チェッ
クをし、虐待を看過しない職場
環境を作りたいと思います。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、 放課後等
デイサービス計画に記載しているか

6

これまで、身体拘束が必
要な例はありません。マ
ニュアルは整備しており
ます。

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされているか 6

アセスメント時に、保護者
様より教えて頂いており
ます。

その内容を厳守し、対応させて
頂いております。

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 6

ヒヤリハット事例集を作成
し、共有しております。

職員全員で共有し、具体的な
改善案を考え、迅速に問題解
決をしたいと思います。
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◎　この「事業所における自己評価結果 （公表） 」は、事業所全体で行った自己評価です。
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